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丸
内
三
千
代
 
議
員
 

坂
本
　
早
苗
 
議
員
 

青
木
　
照
美
 
議
員
 

 

今
村
　
直
登
 
議
員
 

 
 

夏祭り 

上庄空き家利用事業 

「
か
え
で
の
森
こ
ど
も
園
」に
つ
い
て
 

小
中
学
校
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

対
策
に
つ
い
て
 

市
営
住
宅
に
つ
い
て
 

蓬
原
工
業
団
地
に
つ
い
て
 

 今
村
　
２
月
１
日
か
ら
恵
楓
園
内
に
「
か

え
で
の
森
こ
ど
も
園
」
が
開
所
し
た
。
認

可
保
育
所
に
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
 

市
長
　「
こ
ど
も
園
」
と
も
色
々
協
議
し

ま
し
た
が
、
無
認
可
保
育
所
を
堅
持
し
た

い
と
の
発
言
が
あ
り
、
無
認
可
と
な
っ
た
。
 

今
村
　
今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
全
国

的
に
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
が
、
本
市
の

状
況
は
。
 

教
育
部
長
　
小
学
校
５
校
、
中
学
校
１
校

で
学
級
閉
鎖
が
あ
っ
て
い
る
。
 

今
村
　
佐
賀
県
有
田
町
で
ヨ
ー
グ
ル
ト
を

食
べ
さ
せ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
症
抑
制

に
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
本
市
で
も
活
用

で
き
な
い
か
。
 

教
育
部
長
　
有
田
町
で
は
「
Ｒ
‐
１
」
と

い
う
乳
酸
菌
の
入
っ
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
食

べ
さ
せ
０
・
６
４
％
の
発
症
で
近
隣
の
伊

万
里
市
や
嬉
野
市
で
は
１
０
・
４
８
％
と

な
っ
て
い
る
。
予
防
と
し
て
の
効
果
が
上

が
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
本
市
で
は
財
政

面
か
ら
考
え
る
と
実
施
は
む
ず
か
し
い
。
 

今
村
　
市
営
住
宅
の
入
居
申
し
込
み
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
改
善
の
余
地
は
な
い
か
。
 

都
市
建
設
部
長
　
現
在
は
、
空
室
が
出
れ

ば
広
報
等
で
募
集
を
行
な
い
、
抽
選
を
行

な
い
、
は
ず
れ
た
人
に
は
、
１
年
間
の
補

欠
番
号
で
待
機
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
こ

れ
で
よ
い
か
は
検
討
し
た
い
。
 

今
村
　
自
治
会
に
加
入
し
て
い
な
い
家
庭

へ
の
広
報
等
の
配
布
に
つ
い
て
、
現
在
は

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
る
か
。
 

総
務
部
長
　
広
報
こ
う
し
等
は
両
庁
舎
、

公
共
施
設
、
コ
ン
ビ
ニ
等
で
３８
か
所
、
約

１
０
０
０
部
を
配
置
し
、
個
別
に
持
っ
て

帰
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
 

 

 

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
 

安
全
な
自
転
車
走
行
を
！
 

坂
本
　
合
併
５
周
年
記
念
と
し
て
開
催
さ

れ
た
事
業
と
費
用
、
そ
の
成
果
は
。
 

総
務
部
長
　
毎
年
実
施
し
て
い
る
事
業
、

新
た
な
事
業
あ
わ
せ
て
８
本
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。
①
合
志
市
産
業
祭
「
す

い
か
祭
り
」
②
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
③
ア
ラ

ジ
ン
と
魔
法
の
ラ
ン
プ
影
絵
劇
④
Ｊ
Ｔ
小

中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
⑤
合
志
市
夏

祭
り
⑥
出
張
な
ん
で
も
鑑
定
団
⑦
合
志
市

男
女
共
同
参
画
気
づ
き
う
な
ず
き
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
⑧
合
志
市
環
境
フ
ェ
ス
タ
で
す
。

合
計
約
２
６
１
７
万
円
、
参
加
者
２
６
９

０
０
人
で
す
。
財
政
的
に
負
担
を
か
け
な

い
で
、
各
課
で
行
っ
て
い
る
祭
り
を
選
び

市
内
外
に
合
志
市
を
Ｐ
Ｒ
で
き
た
。
 

坂
本
　
合
併
５
周
年
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

は
夏
祭
り
で
し
た
が
、
今
後
の
開
催
は
。
 

政
策
部
長
　
２４
年
度
は
８
月
１７
日
に
農
業

公
園
で
開
催
予
定
で
す
。
レ
ー
ザ
ー
ビ
ー

ム
の
特
殊
効
果
花
火
、
合
志
音
頭
･
千
人

総
踊
り
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

坂
本
　
２４
年
度
の
環
境
フ
ェ
ス
タ
は
中
止

予
定
で
す
が
、
他
の
イ
ベ
ン
ト
と
合
同
で

の
開
催
や
、
規
模
を
縮
小
し
て
ま
じ
め
に

環
境
問
題
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
取

り
組
ん
で
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
 

市
民
部
長
　
２４

年
度
中
に
関
係

者
と
の
会
議
を

行
い
、
再
検
討

い
た
し
ま
す
。
 

 坂
本
　
交
通
事
故
件
数
が
減
少
す
る
中
で
、

自
転
車
対
歩
行
者
、
自
転
車
同
士
の
事
故

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
通
学
が
多

い
中
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
か
。
 

教
育
部
長
　
自
転
車
利
用
者
の
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
の
周
知
、
反
射
材
た
す
き
の

着
用
な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特

に
自
転
車
通
学
が
全
体
の
９５
％
を
占
め
る

合
志
中
学
校
で
は
生
徒
指
導
主
事
と
自
転

車
担
当
教
諭
を
置
い
て
交
通
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
下
校
時
に
は
自
転
車
歩
道
の

混
雑
を
解
消
す
る
た
め
に
一
斉
下
校
で
は

な
く
一
定
間
隔
を
持
た
せ
て
下
校
さ
せ
る

な
ど
の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 

青
木
　
竜
門
ダ
ム
の
貢
献
度
は
。
 

産
業
振
興
部
長
　
ダ
ム
よ
り
農
地
へ
配
水

し
１５
年
経
過
し
た
。
年
間
１
千
万
ト
ン
程

度
、
地
下
水
涵
養
に
貢
献
し
て
い
る
。
 

青
木
　
水
質
保
全
に
対
し
て
の
企
業
の
Ｃ

Ｓ
Ｒ
は
。
 

産
業
振
興
部
長
　
セ
ミ
コ
ン
テ
ク
ノ
パ
ー

ク
の
地
下
は
地
下
水
盆
が
あ
る
。
企
業
に

対
し
て
は
水
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
る
様

に
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
企
業
に
よ
っ
て

は
植
林
事
業
に
参
加
し
て
い
る
。
 

青
木
　
地
震
と
水
質
と
の
関
連
は
。
 

水
道
局
長
　
地
震
が
起
き
る
と
、
震
動
に

よ
り
土
や
砂
が
水
源
地
に
入
り
濁
る
こ
と

が
あ
る
。
今
年
３
月
の
地
震
で
も
濁
り
を

生
じ
た
水
源
地
が
あ
っ
た
。
 

青
木
　
堤
の
管
理
計
画
は
。
 

産
業
振
興
部
長
　
市
内
に
は
十
箇
所
の
堤

が
あ
り
、
農
業
や
防
火
用
に
役
立
っ
て
い

る
。
上
庄
の
堤
は
平
成
２３
年
の
集
中
豪
雨

で
痛
ん
だ
。
平
成
２７
年
度
に
浚
渫
と
土
手

の
改
修
を
行
な
う
。
野
付
の
堤
は
、
水
草

の
除
去
を
旧
年
実
施
し
た
。
以
後
は
検
討

す
る
。
 

 

青
木
　
上
庄
の
空
き
家
を
利
用
し
た
事
業

と
は
。
 

政
策
部
長
　
現
在
、
市
内
に
は
一
戸
建
て

の
空
き
家
が
６
２
０
戸
も
あ
る
。
放
置
す

る
と
防
犯
上
も
よ
く
な
い
。
新
規
事
業
と

し
て
「
地
域
再
生
拠
点
創
造
事
業
」
を
始

め
た
。
た
ば
こ
屋
さ
ん
の
空
き
家
を
改
修

し
各
大
学
や
地
域
の
人
と
協
力
し
「
農
業
」

と
「
食
」
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
計

画
し
て
い
る
。
地
元
よ
り
遊
休
農
地
を
４．２

ヘ
ク
タ
ー
ル
借
用
し
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

や
黒
大
豆
を
栽
培
す
る
。
上
庄
の
農
家
よ

り
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
遊
休
農
地
を
活

用
し
て
農
業
実
習
を
行
な
い
、
地
域
内
外

の
交
流
の
場
を
つ
く
る
。
こ
の
事
業
が
空

き
家
解
消
、

遊
休
農
地

解
消
の
モ

デ
ル
と
な

れ
ば
、
こ

れ
か
ら
の

地
域
づ
く

り
に
大
い

に
役
立
て

る
。
 

 

丸
内
　
①
ご
み
減
量
化
計
画
ど
お
り
に
は

進
ん
で
い
な
い
。
②
不
法
投
棄
の
増
加
。

③
買
い
物
袋
持
参
率
の
向
上
等
課
題
が
あ

る
中
、
２４
年
よ
り
隔
年
開
催
と
し
た
理
由

は
。
 

市
民
部
長
　
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
こ
と
、

予
算
的
な
こ
と
、
集
客
等
を
考
慮
し
て
の

も
の
で
あ
る
。
今
後
は
市
民
主
導
型
の
イ

ベ
ン
ト
に
な
る
よ
う
検
討
す
る
。
 

丸
内
　
今
予
算
に
お
い
て
も
廃
棄
物
処
理

に
係
る
費
用
は
組
合
負
担
金
を
含
め
て
約

５
・
５
億
円
の
予
算
で
す
。
２４
年
度
環
境

行
政
予
算
は
前
年
よ
り
減
額
予
算
に
な
っ

て
い
る
中
、
平
成
２７
年
度
ま
で
に
一
般
廃

棄
物
２０
％
削
減
目
標
を
達
成
で
き
る
か
。
 

市
長
　
環
境
問
題
は
、
市
民
の
関
心
と
協

力
が
大
切
で
あ
る
。
補
正
予
算
を
組
ん
で

で
も
、
環
境
フ
ェ
ス
タ
は
な
ん
ら
か
の
形

で
毎
年
開
催
で
き
る
よ
う
継
続
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
ご
み
の
２０
％
削
減
に
つ
い

て
は
、
努
力
し

て
目
標
達
成
で

き
る
よ
う
市
民

に
説
明
を
し
、

ご
協
力
い
た
だ

き
た
い
。
 

       丸
内
　
平
成
２１
年
、
３
年
分
割
で
合
志
市

所
有
の
土
地
４
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
合
志

技
研
株
式
会
社
と
譲
渡
契
約
を
結
び
今
年

３
月
最
終
支
払
い
と
し
て
い
る
。
今
後
、

こ
の
土
地
利
用
計
画
が
遂
行
さ
れ
る
こ
と

が
企
業
誘
致
の
礎
と
な
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
が
、
取
り
組
み
は
。
 

産
業
振
興
部
長
　
３
月
１３
日
契
約
履
行
が

な
さ
れ
た
。
今
後
は
合
志
技
研
と
話
し
合

い
を
し
、
合
志
技
研
の
土
地
と
共
に
一
体

的
に
地
区
計
画
、
開
発
行
為
等
一
緒
に
進

め
て
い
く
。
 

丸
内
　
企
業
誘
致
優
遇
政
策
だ
け
で
は
企

業
は
来
な
い
。
市
長
の
い
う
健
康
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
構
想
に
沿
い
な
が
ら
合
志
の
特
性

を
フ
ル
に
活
か
し
、
地
元
企
業
と
の
連
携

を
指
導
育
成
し
な
が
ら
市
を
売
り
込
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。
 

市
長
　
良
い
意
味
で
合
志
市
は
誘
致
し
易

い
条
件
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
環
境
を
守
り

な
が
ら
雇
用
の
創
出
し
、
固
定
資
産
税
の

増
収
を
見
い
だ
せ
る
た
め
に
も
頑
張
っ
て

ま
い
り
た
い
。
 

 

し
ゅ
ん
せ
つ
 


